


例　　　　呂

1．本書は油井　基が行う貸事務所建設に伴う岩村田遺跡群西一本柳遺跡ⅩⅢの発掘調査報告書である。

2．調査委託者　油井　基

3．調査受託者　佐久市教育委員会

4．遺跡名及び所在地　西一本柳遺跡ⅩⅢ（lNP刃【I）佐久市岩村田下樋田1787－1

5．調査期間及び面積　発掘調査　平成17年4月　5日～平成17年4月27日

整理調査　平成17年4月28日～平成18年3月24日

開発面積1，578ポ　調査面積　337∩了

6．本遺跡の調査及び報告書作成は小林が担当した。

7．本書及び当遺跡出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　　　例

1．遺構の略記号は住居址－H、掘立柱建物址－F、土坑－D、溝址－M、Pi t－Pである。

2．挿図の縮尺は遺構－1／80、遺物1／4である。これ以外のものは、挿図中のスケールを参照されたい。

3．遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高をスケール上に「標高」として記してある。

4．土層の色調は1988年版「新版　標準土色帖」に基づいた。

5．遺物挿図番号、遺物写真番号、遺物観察表番号は一致する。

6．調査区グリットは公共座標の区割りにしたがい、間隔は4×4mに設定した。

7．挿図中における網掛、波線は以下のことを表す。
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岩村田遺跡群は、佐久市岩村田地籍の湯川右岸台地上に展開する佐久市有数の大遺跡群であり、弥生時代中期～中

世の複合遺跡である。

西‾本柳遺跡は、遺跡群の南西端に位置する。本調査は今回も含め過去13回行われており、人面付土器の頭部（I）、

剣型石製品（Ⅲ）などの弥生時代の貴重遺物が発見されている。

今臥遺跡内において油井　基により貸事務所の建設が計画されたため、佐久市教育委員会では、文化財保護法第

57条の届出を受け試掘調査を行った。その結果遺構が発見されたため、保護協議を行い、遺跡破壊の恐れがある部

分については記録保存を目的とする発掘調査を行うこととなった。
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調査主体者　佐久市教育委員会　教育長　高柳　勉（5月17日退任）　三石　昌彦（5月18日就任）

事　務　局　教　育　次　長　　柳沢　健一

文化財課長　　中山　　悟

文化財調査係長　　高柳　正人

文化財調査係　林　幸彦　須藤　隆司　小林　眞寿　羽毛田卓也　冨沢　一明

上原　学　赤羽根太郎（4月～9月）　神津　格（10月～）田澤　力

調査体制　調査担当者　　小林　眞寿

調　　査　　員　　岩崎　重子

小林　妙子

副島　充子

細谷　秀子

柳沢　孝子
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4月5日　器材搬入、重機による表土除去。

冨沢　一明　　出澤　　力　　森泉かよ子

上原　幸子　臼田　真杉　小林喜久子　小林　幸子

小山　功　堺　益子　佐藤志げ子　清水　美恵

高橋　好春　羽田　貴意　花岡美津子　林　美智子

堀籠　滋子　宮川百合子　百瀬　秋男　森角　雅子

柳沢千賀子　　山村　容子
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4月6日　遺構確認・掘り下げ・記録。　　　　　⊥＿。

4月訂日　現場終了。

4月お目　室内整理調査開始。

図面・写真等記録の整理及び修正。

遣物洗浄・注記・接合・復元・実測・

写真撮影。

原稿の執筆、報告書の作成。

3月24日　報告書刊行をもって調査終了。
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第1図　西一本柳遺跡Ⅷ位置図（日0000）
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西一本柳遺跡が、岩村田遺跡群の南西端に位置することは、第1節で述べたとおりである。湯川が形成した第2河

岸段丘上に展開しており、標高は690m前後である。常木用水がこの段丘下に沿って引かれており、その掘削に際し、

地形を改変しているため、本来の段丘形状は不明であるが、比較的なだらかな印象である。

遺跡内において過去13回に及ぶ本調査が実施されたのと同様に、周辺遺跡においても数多くの調査が実施されて

いる。同じ遺跡群内の東一本柳古墳は昭和46年に調査が行われ、彫金が施された金銅製の馬具飾金具が多数出土した。

隣接する北西の久保遺跡からは弥生時代の木棺墓や方形周溝墓、古墳時代後期の円墳や人物・器材・動物等の埴輪、

中世の五輪塔群などが発見されており、いくつかの時代において墓域として利用されたことが判明した。北西の久保

遺跡の西方に展開する鳴澤遺跡群五里田遺跡からは、弥生時代の鉄剣・鉄釧・鋼釧などが概期の集落や円形周溝墓な

どとともに発見されており、弥生時代における西一本柳遺跡・北西の久保遺跡との関係が注目される。南方の湯川第

1河岸段丘上に展開する中西の久保遺跡群からは、複数面の水田址や古墳時代の集落址が発見されており、弥生時代

においては西一本柳遺跡の北方の低地と共に生産域であったことが明らかとなった。湯川対岸の左岸の第1河岸段丘

上には、仲田遺跡が展開しており、花弁双蝶八花鏡や「？？寺」墨書の須恵器杯の存在から、古代の寺が存在した可

能性が指摘される。また、弥生時代前期の壷口縁部の出土も貴重な発見である。一段上の第2河岸段丘上には寺畑遺

跡群が展開しており、縄文時代草創期の爪形文土器が出土している。爪型文土器の出土量としては比較的まとまって

おり、長野県内における最も良好な資料群のひとつである。

以上のように、西一本柳遺跡周辺では縄文時代～中世に及ぶ貴重な発見が多く、特に弥生時代中期～後期・古墳時

代中期においては佐久地方の中核遺跡であったことが明らかとなりつつある。
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50cm

I層は耕作土であり、50cm前後の堆積が認められる。Ⅱ層は湯川層の最上

層にあたり、砂粒のみで構成される湯川層と浅間第1軽石流が撹拝したもので

あり、調査区全面に認められるものでない。Ⅲ層は湯川層である。遺構はⅢ層　1m

まで掘り込まれ構築されており、遺構の壁面や底面には砂層が露出するため、

極めて脆く、特に竪穴住居址の堀方調査時には大きな障害となる。第Ⅳ層は追

分第1灰流の堆積層であるが、調査が及ぶことはない。

遺　　　　 構 遺　　　　　 物

竪穴住居址 弥生 － 20 軒 、古墳 － 4 軒

奈良 ・平安－ 3 軒、不明－ 8 軒

土器 （弥生 ・土師器 ・須恵器）

土製品 （紡錘車 ・土製 円盤）

掘立柱建物址 5 棟 灰 粕陶器

土坑 1 基 石器・石製品 （打製石鍍 ・磨製石族 ・石 包丁 ・編 み物石等）

溝址 1 条 金属 器 （刀子等）
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雄拍祁　盗泉組謡址

OH1号住居址

本址は、D2ク斗汗で検出された。H2・H3号住居址を切って構築されている。全容は不明であるが、N－2。－E

に長軸方位をとる隅丸長方形のプランを呈するものと思われる。カマドは北壁の中央ではなく、北に片寄って粘土と

石により作られている0主柱は床面の中央部分に均等に4本が配置されており、径は¢12－18cmであった。また、

カマドの南脇には、貯蔵穴と思われる掘り込みが存在する。短軸と思われる東酋長は3．4m、壁残高は最大で42cm

であった0また本址は拡張されていることが、堀方から検出された旧住居の周溝等から明らかとなった。

出土遺物には土師器、両面に高厨丁による2ヶ所の凹を有する軽石製凹石が認められる。杯は須恵器杯蓋模倣形態で

あるが、聾には「武蔵襲」の祖形が認められることから、本址の年代は古墳時代後期7世紀と思われる。

OH2号住居址

本址は、D2グリットで検出された。H1号住居址に切られ、H3号住居址を切って構築されている。全容は不明

であるが、N－14。－Eに長軸方位をとる。短軸（東丙）長は4・75m、壁残高は最大で35cmである。主柱は床面中

央に南北3・1m、東西1・62mの長方形に均等に配置されている。1本のみ確認できた柱の径は¢14cmであった。棟

持柱の有無や、出人口については不明である。炉は北側主柱間の中央から80cmほど南寄に存在し、1個の縁石を有

する地焼炉である。また、壁下には断続的に周溝が回っている。

出土遺物は全て弥生土器であり、器種的には鉢、高杯、襲、壷が認められる。赤彩の隆盛、壷胴部下半の稜を為す

括れや頚部の「T」字文、嚢の頚部簾状文、口緑部及び休部の櫛描波状文の施文などから、本址は弥生時代後期後半

箱清水期の住居址と思われる。

3
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黒褐色土屑（10YR2／3）。パミス少含。
暗褐色上屑（10YR3／3）。パミス・他山砂粒含。
盟褐色」＿層（】OYR2／2）。パミス・炭化物含。
にぷい黄褐色上屑（10YR4／3）。パミス少含。
黒褐色ヒ層（10YR2／3）。地‥l砂粒少含。
黒褐色土屑（10YR2／3）。パミス極少含。
暗褐色土屑（10YR3／3）。焼土・カマド構築粘土少含。
盟褐色上層（IOYR2／3）。焼」ニ含。
暗褐色L層（10YR3／4）。カマド構築粘仁多含。
黒色士層（10YR2／1）。杜虹膚

暗褐色土層（10YR3／4）。パミス含。

D J

17　　14

】

果褐色土層（10YR2／3）。炭化物・地山砂粒含。
褐色土屑（10YR4／4）。カマド火床。
にぷい黄褐色土層（10YR4／3）。焼十ニ・炭化物少含、地山砂粒含。
カマド構築粘L（7．5YR3／4）。
．黒褐色土屑（】OYR2／2）。他山砂粒少含。
暗褐色上層（10YR3／4）。焼上・炭化物多含。
黒褐色1こ層（10YR2／3）。貼床。．
暗栂色上層（10YR3／4）。地山砂粒多含。
．黒色上層（10YR2／1）。地山砂粒多含。

0　　　　　　　　10cm

2m

第4図　Hl号住居址

OH3号住居址

本址はE2グリットで検出された。IJ1・H2・H5号住居址に切られ、H4号住居址を切って構築されている。

長径・短径・長軸方位等は不明であるが、主柱は南北3．6m、東西2．0mの長方形に均等配置されている。確認され

た主柱の径は¢14～22cmであった。壁残高は最大10cmである。炉は主柱の構成する長方形の中央部から北西方向

に若干片寄って存在し、地焼炉である。内面には土器片が敷かれていたらしい。壁下には断続的に周溝が回る。周

溝とは別に、「r」状に曲がる間仕切り状の溝が南東部分に掘削されている。また、P5やP6の存在から本址は建替

えられている可能性が強い。

出土遺物は弥生土器と黒曜石の剥片、粘板岩製の石包丁の破片が認められる。弥生土器には婆と壷が認められる。

土器の文様の特徴から、本址の年代は弥生時代中期後半栗林期と思われる。

OH4号住居址

F2ダリットで検出された。H3・H5・H7住居址に切られ、床面とPitl基のみが確認された。出土遺物は皆

無であるが、重複関係や、過去の当遺跡の調査結果から推測される本址の年代は、弥生時代中期後半栗林期である。

4
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1，黒褐色土層（10YR2／2）。地山砂粒・パミス含。
2．黒褐色上層（10YR3／2）。地山砂粒・パミス含。
3．盟褐色目頭（10YR2／3）。地山砂粒・パミス含。
4．暗褐色上層（10YR3／3）。他山砂粒・パミス多含。
5，ローム（10YR8／4）と愚褐色土（10YR3／2）の混在土屑。＝貼床∴
6．5層と同色同質であるが、叩き締められていない。′
鱈．柱痕。

0　　　　　　　　10cm

第5図　H2号住居址

OH5号住居址

本址はF2グリットで検出された。H3・H4・H7号住居址を切って構築されている。N－00　－Eに長軸方位

をとる。長軸長は不明であるが、短軸長（東西長）は3．3mを測り、壁残高は最大で22cmである。カマドは北壁の

中央やや東寄りに粘土と石により構築されている。主柱は東西壁の中央部分に配置されており、掘方は壁外に向かい

斜めに掘り込まれている。柱そのものは確認できなかった。

出土遺物には土師器、須恵器と混入品の黒耀石製の石銀が認められる。土師器は全て嚢であり、武蔵要である。小

型の碧も器形は鉢状を皇し、武蔵棄本来の器形ではないが、薄い器壁や、ヘラケズリ調整、色調等は武蔵嚢そのもで

ある。須恵器は聾、壷、杯が認められる。須恵器杯の底部に認められるヘラ切り痕や、武蔵嚢の器形の特徴等から、

本址の年代は奈良時代と思われる。

OH6号住居址

本址はG2グリットで検出された。H7号住居址を切って構築されている。N－820　－Wに長軸方位をとる隅丸

長方形の平面形を呈するものと思われる。長軸長（東西長）は4．2m、壁残高は最大50cmの規模を有する。Pitは複

5



⑭）

‖
　
　
　
　
　
I

H2

詔若葉
I

HI H2／　（
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H2／ノ‾

（6・7　S＝1／2）

1黒褐色†ニ層（10YR3／2）。地山砂粒・パミス含。
2，黒褐色土層（10YR3／2）。パミス少含。

3・にぷい黄褐色上層（10YR5／3）。柱軋鰭
4．炉覆土。焼土・尿の堆頼層。
5．ローム（10YR8／3）主体。果褐色」▼（10YR3／2）少含。
6．ローム（10YR8／4）と黒褐色1こ（10YR3／2）の混在iニ屑。，

第6図　H3号住居址

数検出されたが、主柱穴は特定できない。炉は西壁中央と思われる壁下の70cm東側に構築されており、円形の地焼

炉であるが、東に縁石を1個伴う。また、炉内には壷の底部部分が据えられていた。周溝は有さない。

出土遣物には、弥生土器と石器が認められる。石器には、砥石、磨製石銀、磨製石銀の製作工程で生じた石材片、

石包丁が認められる。石包丁は、本来の形状とは異なるため、別の機能を有した石器かも知れない。土器の器種には

鉢、高杯、嚢、壷が認められる。壷休部過半の稜を為す括れや、頚部簾状文、口縁部・体部櫛描波状文で構成される

変の文様などから、本址の年代は弥生時代後期後半箱清水期と思われる。

OH7号住居址

本址はG2グリットで検出された。H5・H6号住居址に切られ、H4号住居址を切って構築されている。規模は

不明であるが、壁残高は最大で12cmを測る。壁下には周溝が回っている。床面上には炭化物の散布が認められた。

H6号住居址の掘方から、本址の主柱穴が2基検出されたが、柱は確認されなかった。

出土遺物には弥生土器と石器が認められる。石器は安産岩の河床礫の剥片に加工を加えたもので、片面には表皮が

残っている。これとは別に石器ではないが、黒耀石の剥片も1点出土した。弥生土器の器種には嚢と壷が認められる。

聾の口唇部に施される縄文や、無文の口線部文様帯、休部に施される縦位の櫛措波状文等から、本址の年代は弥生時

6



代中期後半栗林期と思われる。

OH8号住居地

本址はH2・H3グリットで検出された。調査範囲内にお

いては重複関係は認められない。N－100　－Wに長軸方位

をとる隅丸長方形の平面プランを呈する。長軸長6．7m、壁

残高は最大で20cmを測る。主柱は床面に長方形に4基が均

等に配置されるものと思われるが、1基は調査区外に位置す

るため検出されなかった。南北が長径となり2．9m、短径（東

西）は1．7mである。柱は確認されなかった。炉は北側の主

柱穴間に構築された地焼炉で縁石を伴っている。平面形態は

「雪だるま」状である。出入口と思われるP6、P7の2基の

Pitが南壁下80cmに認められ、棟持柱が立てられたと推測さ

れるP4、P5の2基のPitが、住居址の長軸線上の北端と南

端に存在する。

出土遣物は多い。その大半は弥生土器によって占められる。

るものと、無彩のものが存在する。高杯は杯部に稜は有さない。
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（1．80） 2m

第7図　日4号住居址

器種的には鉢、高林、嚢、壷である。鉢には赤彩され

また、脚には透かしなどは認められず長脚ではない。

嚢は頚部簾状文、口縁部・体部に櫛措波状文が施されるものが多いが、目線部文様帯が無文のものや、体部文様帯の

櫛措波状文が上下に重複せず、上2段は上下左右の振幅を小さく、下2段は上下左右の振幅を大きくした波状文を2

段構成で施すものや、体部上半には櫛描波状文、下半には斜走文を施すものなどが認められる。また、総じて嚢の口

縁部は短いものが多い。壷は赤彩されるものが多く、無彩のものは少数である。文様帯は頚部と口唇部外面に認めら

れるが、口唇部外面の文様帯は持つものと持たないものが存在する。施文は櫛措波状文か、櫛による斜線である。頚

部文様帯はほぼ全てのものが有しており、施文は櫛措簾状文と波状文の組み合わせや、斜走文の多段構成であり、「T」

字文は認められない。また、体部下半の稜は括れていない。以上のような土器の特徴から、本址の年代は弥生時代後

期前半吉田期と思われる。その他に土器片円盤、磨製石鉄やその石材及び、製作時に生じた剥片、製作に使用した石

器やその他の打製石器、黒曜石などが出土している。

OH9号住居地

本址はH6・I6グリットで検出された。F1号掘立柱建物址に切られ、HlO、H11号住居址を切る。N－12。－

Wに長軸方位をとる隅丸長方形の平面プランを呈する。長軸長6．4m、短軸長5．8m、壁残高が最大35cmの規模を有

する。主柱穴は長方形に4基が床面上に配置されるものと思われるが、2基は調査区域外に位置するため、2基（Pl・

P2）が検出された。柱は確認されなかった。棟持柱も長軸線に沿って、北壁下（P3）と南壁下（P4）に検出されている。

出入口施設は調査範囲内には存在しなかった。炉は長軸線上の北側の主柱穴間と思われる位置に構築されていた。方

形に近い円形の平面形状の地焼炉であり、4個の縁石が北側が開放する「コ」字状に配置されている。周溝は有さない。

出土遺物は弥生土器と石器、鉄器である。弥生土器には鉢、高杯、賓、壷の器種が認められる。鉢は口唇外面に櫛

指は波状文が施され、赤彩される。高杯は赤彩され、杯体部に稜は持たない、また口縁部も屈折しない。婆は頚部簾

状文、目線部・体部に櫛措波状文が施されるものの他に、頸部下に櫛措波状文を施し、口縁部には口唇部外面に一回

りの櫛措波状文を施すだけで、それ以下頚部までを無文帯とするものも存在する。壷は赤彩されるものと無彩のもの

が存在する。1点のみ体部に縦位の櫛歯刺突列による施文が認められるものが存在するが（この土器は頸部下に焼成

前に穿たれた円形の¢5mmの孔が対角線上に2対4ケ認められ、土器の横断面が円ではなく楕円形に作られており、

特殊な壷である）、その他は頚部にのみ文様帯を有するようであり、ヘラ状工具による斜線文が多段に施文される。

以上のような土器の特徴から、本址の年代は弥生時代後期前半吉田期と思われる。なお、石器は河床礫を利用した凹

石や、敲石、磨石、磨製石鉄やその石材及び、その製作時に生じた剥片などである。鉄器は鉄で有茎で、整箭の鉄身

平面形を呈するが、本址に伴うか否かは判断できない。

OH10号住居地

本址はH6グリットで検出された。H9号住居址、F1号掘立柱建物址に切られる。長軸方位、長軸長、短軸長

等は不明である。壁残高は最大で10cmを測る。H9の掘方から検出されたPlとP2が、4基の主柱穴の内の2基と

7
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兇褐色上層（10YR2／3）。パミス・地山砂粒多含。
暗褐色土屑（101′R3／3）。パミス・焼t少含。
暗褐色上層（10YR3／4）。他山砂粒・焼土合。
暗褐色土屑（101rR3／4）。地山砂粒含。

にぷい黄褐色上層（10YR4／3）。柱痕。覇
暗褐色土層（10lrR3／4）。黒色ブロック・地‥l砂粒・パミス多含。
黒褐色上層（10YR2／3）。パミス極少含。

黒褐色土屑（101R2／3）。カマド構築粘土。

黒褐色土屑（10YR2／2）。地山砂粒多含。．タ
褐色土層（10YR4／6）。地山砂流含∴定一ゞ
暗褐色Jこ層（10YR3／3）。地山砂流含

0　　　　　　　　　5cm

（11S＝1／2）
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9（2・3・4・5）

第8回　H5号住居址

思われる。柱間は2．8mを測るが、柱は確認されていない。炉・周溝は調査範囲には存在しなかった。

出土遺物は少ない。全て弥生土器であるが、図示できたものは壷の体部片と底部片だけである。赤彩や文様は認め

られず、本址の年代を類推する根拠とはならない。

OH11号住居址

本址はH5グリットで検出された。床面の一部分が残存していたため、H9、H12号住居址との新旧関係は判断

しかねる。以上の状況のため、出土遺物も皆無であり、規模、年代等は不明である。

OH12号住居址

本址はH4ダリットで検出された。H11号住居址と重複関係を有するが、新旧は判断しかねる。また、一部分が

調査されただけであり、本址を住居址とする根拠が乏しいことも事実であるが、便宜的に住居址として取り扱う。規

模は不明であるが、壁残高は最大で28cmを測る。出土遺物も皆無なため、年代は不明である。

8
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1．黒褐色上層（10Ylく2／3）。パミス・ローム含。
2，暗褐色上層（10YR3／4）。パミス・ローム・炭化物含。
こう．黒褐色上層（10YR2／3）。炭化物含。
4．月．も褐色土屑（10YR2／2）。パミス・地山砂粒少含。
5．男色上層（10YR17／1）。焼上含。

6・にぷい黄褐色日田（10YR4／3）。柁胤臣旨
7．にぷい黄褐色上層（10YR5／4）。ローム上体。
8．褐色lこ層（10Y則／4）。ローム・黒色上ブロック含。

2

／〓
S

5cm

0　　　　　　　　10cm

（11Sこ1／2）

第9図　日6号住居址

OH14号住居址

本址はG6グリットで検出された。H15号住居址に切られる。調査範囲が住居址の一部分であるため、規模は不

明である。壁残高は最大で30cmであった。

出土遺物には、弥生土器と磨製石顔の製作時に生じた剥片が認められる。弥生土器には鉢、襲、壷の器種が存在す

る。鉢は赤彩されている。婆は頚部に簾状文をもち、口縁部と体部に櫛描波状文が施されるものと、口縁部～休部ま

で櫛描波状文が施されるものが存在する。簾状文をもつものは折返口縁である。壷は赤彩され、体部下半の稜は弱く

括れている。以上の土器の特徴から、本址の年代は弥生時代後期後半箱清水期と思われる。

9
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1．黒袖色上層（10YR2／3）。地山砂粒・パミス・炭化物含。
2　暗褐色十こ屑（10YR3／4）。地山砂粒・パミス含。

第10回　H7号住居址

OH15号住居址

本址はF7グリットで検出された。H14号住居址、F2号掘立柱建物址を切って構築されている。長軸方位、長

軸長は不明であるが、短軸長は4．8m、壁残高は最大52cmの規模を有し、隅丸長方形の平面プランを有するものと

思われる。カマドは北壁の中央と思われる位置に設置され、粘土と石により作られている。主柱は4本が床面上に長

方形に均等に配置されており、柱間は南北2．0m、東西2．7mである。柱は¢18～24cmの規模である。周溝は有さ

ない。また、掘方の調査により、主柱の建替と、東壁に周溝が確認され、平面規模の変更を伴わない上屋の建替が行

われていることが判明した。

出土遺物には土師器、須恵器、石器、鉄器が認められる。土師器には杯と愛の器種があり、要は全て武蔵婆である。

器形的には口縁部に最大径を有する。杯は所謂「畿内系暗文杯」と半球状を呈するものが存在する。また、嚢の底部

を再利用した土器片円盤が1点出土している。須恵器には杯と高杯？があり、杯の底部にはヘラ切痕が認められる、

また、本址の未調査部分で重複している住居址に伴うものか？6世紀代の杯片が認められる。石器には編物石、敲石、

磨製石族や、その石材、あるいは製作過程で生じた剥片、窯耀石片などが認められるが、全てが本址に伴うものでは

ない。鉄器には刀子の破片と断面四角形の環状を呈するものが出土している。以上の出土遺物から本址の年代は奈良

時代と思われる。

OH16号住居址

本址はC7グリットで検出された。H18号住居址を切って構築されている。長軸方位、長軸長は不明であるが、

短軸長は5．0m、壁残高は最大20cmの規模を有し、隅丸長方形の平面プランを呈するものと思われる。炉址は調査

範囲内には認められなかった。主柱は2本検出され、柱間は東西2．6m、柱は¢18cmの規模であった。また、棟持

柱と思われるPit－P3が検出されている。周溝は東壁下に認められた。本址は焼失家屋であり、覆土及び床面上から、

多量の炭化材が検出されたが、予算及び期間の制約から、樹種の同定は行っていない。

出土遺物は本址が焼失家屋であったため、多量に認められた。土器は全て弥生土器であり、器種としては高土中髪・

台付棄・壷が認められる。石器は磨製石銀を製作するための石材やそのための工具と思われるものや、その未製品、

破損品と思われる。その他に、赤色顔料が東壁下の周溝上部からまとまって出土している。

高年の短脚、短い口緑部の襲、聾の胴部に施文される斜走文や、横位波状文を縦位に分割する櫛措条線や波状文、

口辺部、頸部に集約される壷の文様帯とそれが横位展開であること等から、本址は弥生時代中期後半栗林期の所産と

と捉えられる。

OH17号住居址

本址はB5グリットで検出された。H32・H33号住居址を切って構築されている。N－190　－Wに長軸方位をと
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1．黒褐色上層（10YR2／3）。焼土・炭化物含。
2．暗褐色土崩（10YR3／4）。地山砂粒含。
3．盟褐色‾1個（10YR2／3）。他山砂粒少含。
4．褐色土層（10YR4／4）。地山砂粒多含。
5．にぷい黄褐色土屑（10YR4ノ3）。他山砂粒多含。



第12回　H8号住居址（2）

12



（39140・41　S＝1／2）

第13図　H8号住居址（3）

る。長軸長一5．6m、壁残高58cmの規模を有する。主柱はPl・P2の2基が該当するものと思われる。柱間は南北－

2．8mである。柱は¢21cmであった。カマド・炉址等は調査範囲からは検出されなかった。周溝は調査範囲の壁下に

は回らされていた。覆土の2層中には炭化物や灰・焼土が多含されていることから、住居の廃絶後上屋を焼去し埋設

したことがうかがえる。

出土遺物には土師器、弥生土器、土製品・石器が認められる。弥生土器、土製品（紡錘車）、石器については本址

に伴うものではなく、重複するH32・H33号住居址に帰属するものと思われる。土師器には杯・高杯・襲・壷が認め

られる。12の聾は他のものと明らかに異なる胎土・色調・焼成が施されており、須恵器を模倣した土器である。搬

入品であろう。杯の形態、高杯の形態と特徴的な暗文状のヘラミガキなどから、本址は古墳時代中期5世紀の住居址

と思われる

OH18号住居地

本址はC7グリットで検出された。H16号住居址に切られる。壁残高40cmの他は規模は不明である。主柱は

Pl・P2の2基であり、柱間は東西3．05mで柱はd）16cmである。P3、P4の2基は出入口である。調査範囲の壁下に

は周溝が巡らされていた。

出土遺物には、弥生土器と石器が認められる。弥生土器には高杯・聾・壷の器種がある。石器は砥石（10）と磨製

石斧の再生品（11）が存在する。土器の特徴から、本址の年代は弥生時代中期後半栗林期と捉えられる。

〇日19号住居址

本址はB8グー）ットで検出された。H20号・H35号住居址を切って、D3号土坑に切られる。N－3。－Wに長

軸方位をとる。壁残高40cmの他は、規模は不明である。カマドは北壁の中央と思われる位置に検出された。石芯を

粘土で被覆して構築されている。調査範囲には、主柱、周溝は存在しない。

出土遺物には土師器・弥生土器・鯖の羽目片が認められる。弥生土器は混入である。土師器には高杯と嚢の器種が

認められる。高年の特徴的な暗文状のヘラミガキから、本址は古墳時代中期5世紀の年代が比定される。

OH20号住居地

本址はB8グリットで検出された。H19号住居址に切られる。壁残高28cmの他は規模は不明である。主柱は2基

検出され、柱間は南北－4．3m、柱は¢16～22cmである。壁下に周溝は認められない。また、炉址も調査範囲内に

は存在しなかった。

出土遺物には弥生土器と石器が認められる。弥生土器の器種には鉢・高杯・嚢・台付嚢・壷が認められる。鉢は円

形あるいは楕円形の突起を目線部に有し、内外面共に赤彩が施される。高杯も脚内を除き赤彩が施されるが、形態は

不明である。婆は受口状の目線部を呈するものと、短く直線的に開くものが認められる。目線部や口唇部には縄文が

多用され、体部には斜走文や「コ」字重文が認められる。壷の目線部は受口状を里し、文様帯は口辺と頚部に集中す

る傾向が認められる。赤彩は施すものと、施さないものが存在する。石器には磨製石鉄の末製品と磨・敲石が認めら

れる。土器の特徴から、本址の年代は弥生時代中期後半栗林期が比定される。

OH22号住居址

本址はC12グリットで検出された。F4号掘立柱建物址・M1号溝址に切られる。N－90－Eに長軸方位をとり、

平面形は楕円を皇する。長軸長は不明であるが、短軸長4．35m、壁残高25cmの規模を呈する。主柱は4基が住居中

央に均等に配置されており、柱間は南北－3．0m、東西－1．8－2．3mである。柱の規模は把握できなかった。周溝は

13



⑭）
調
査
区
域
外

◎
。

H
／観

M

G

」

°

Nol

く／

芯。2（9
－、

°M

No4
タ／

／

◎ ／

調
査
区
域
外

／
／

／

／

くつ．黒岩孟謂漂㌶濃豊語　＜
3．黒褐色土層（10YR3／2）。地山砂粒多含。
4　焼土。3層を多含。；i：；

E　　　　旦＿　旦　4　旦　5．黒褐色土層（10YR3乃）。地山砂粒含。

l　　6・10YR7／4ロ‾ムと10YR3／2の混在土軋

V　「由一‾

第14図　H9号住居址
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第15図　日10号住居址
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第16図　日11号住居址

（

　

l

－

1

）

－

東壁と北西コーナー

壁下を除き断続的に

構築されている。P5

は棟持柱、P6・P7も

上屋を支える機能を

有するものと思われ

る。炉址は、このP6

・P7を結ぶ直線上で、

かつPl～P4により

構成される方形の中

芯に構築されており、

地焼炉であった。本

址の掘方からは、旧

1．黒褐色土層（10YR2／3）。パミス多含。
2．黒褐色土層（10YR2／3）。パミス少含。
3．暗褐色土層（10YR3／4）。地山砂粒多含。

第17図　日12号住居址

住居が検出された。

旧住居は、本址よりも40cmほど南方向に小さな規

模で構築されているが、炉址を含む南半分に位置す

るPitは建替ていないため、北半分を伸長させ住居

を拡張したものと思われる。

出土遣物には弥生土器と石器が認められる。弥

生土器には鉢・高杯・聾・台付聾∵壷が認められる。

鉢は内外面共に赤彩が施される。高杯は短脚で脚

と杯の接合部である括れに刻目を施した隆帯が巡

る。婆は目線部が短く、口唇部に刻目や縄文が施

される。目線部は無文のものが多いが、8のよう

に地文として縄文を施し、櫛措き波状文を1巡す

るものも存在する。頸吾机二は簾状文を施すものが

多く、体部には斜走文か櫛描き波状文が施される。

壷は赤彩されるものと、されないものが存在する

が、されないものが圧倒的に多い。文様帯は口唇

部と頚部に集中し、口唇部には縄文、頚部には並

行沈線により区画された複数の縄文帯が施される。

32・33のように体部に施文されるものも少数では

あるが存在する。23は他のものに比べ、体部が球形であり、目線部の開きが少なく、

異質な形態である。他地域の影響を受けているのかもしれない。石器は34の黒耀石

製打製石鉄や38の紡錘車の末製品を除き、磨製石鉄の未製品ないしは磨製石鉄製作

のための石材や工具と思われる。

本址の年代は土器の特徴から、弥生時代中期後半栗林期と思われる。

〇日23号住居址

本址はD12グリットで検出された。F4号掘立柱建物址に切られ、H36号住居址

を切って構築されている。遺構の僅かな部分を調査したに過ぎないため、その形態・

規模等は不明である。壁残高は20cmであった。主柱・炉址・周溝のいずれも調査範

囲内には認められなかった。

出土遺物には弥生土器が認められ、器種としては鉢・高杯・嚢が認められる。1

の高杯は内外面に赤彩が施され、口唇部には縄文が認められる。2の鉢は内外面に赤

彩が施される。婆は5・6共に受口状の口縁部を皇し、目線部と口唇部には縄文が施され、6はさらに1条のヘラ措

波状文が巡らされている。3は頚部に櫛措波状文、6は簾状文を巡らせている。6の体部は不明であるが、3は斜走

文が施されている。以上のような出土土器の特徴から本址の年代は、弥生時代中期後半栗林期に比定される。

15



第18図　H14号住居址

OH24号住居址

本址はF4グリットで検出された。調査範囲においては、他遺構との重複関係は認められない。N－210　－Eに

長軸方位をとり、28cmの壁残高を有する。主柱はPl～P3の3基が検出された。おそらく4基の主柱が住居中央に

均等に配置されているのであろう。柱間は南北－3．0m、東西－1mである。柱は¢16－22cmの規模であった。炉

址はPlの東やや南よりの位置に検出された。北を開放した「コ」字状に4ケの河床礫が組まれている。P6は棟持柱、

P4・P5は出入口であろう。調査範囲には周溝は認められず、掘方からも旧住居等は検出されなかった。

出土遺物には弥生土器と石器が認められる。弥生土器には高杯・襲・壷の器種が存在する。高杯は脚部のみの出土

であるが、裾の開きが弱い長脚のもので、外面は赤彩が施されている。嚢は頸部に簾状文か波状文、口縁部と体部に

は波状文が施される。特徴としては、口縁部や体部の波状文が、文様帯内を充填するよう密に施されるのではなく、

上下の重複が生じないよう一巡、一巡施されることや、狭い文様帯であることである。壷は底部のみの破片であり全

容は不明であるが、赤彩は認められない。石器は磨製石族やその未製品や製作のための工具と思われるものである。

以上のような出土土器の特徴から、本址の年代は弥生時代後期前半吉田期に比定されるものと思われる。

OH25号住居址

本址はD5グリットで検出された。H28号住居址を切って構築されている。長軸方位・長軸長・短軸長は不明である。

壁残高は30cmの規模を有する。カマドは北壁の中央と思われる部分に、石芯を粘土で被覆して構築されていた。主

柱はPll基が検出されたが、柱の規模は把握出来なかった。調査範囲においては、周溝がカマド部分をを除く壁下

に認められた。

出土遺物には土師器と石器が認められる。土師器には、杯・鉢・嚢の器種が認められる。杯は内面に放射暗文が施

される、須恵器杯蓋模倣の形態のものである。ヘラミガキは施されない。鉢は逆梯形を呈するもので、ロ緑端部がわ

ずかに外反する。3は甑の可能性を有するが判然としない。嚢には小型の4と、大型の5が認められる。いずれも砲

弾状の休部を呈し、外面にはヘラケズリ調整が施される。石器は磨石ないし砥石の機能と敲石の機能を併せ持つもの

と、敲石の機能だけを有するものが認められる。表面に光沢を有するほど使い込まれたものもある。11は磨製石鋸

の素材であり、混入である。

出土土器の特徴から本址の年代は、古墳時代後期7世紀が比定される。
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l　黒褐色上層
2．黒褐色上層
3．暗褐色上層
4．黒褐色土屑
5．黒褐色t屑
6　時褐色l屑
7　暗褐色上層

（10Y112／3）

（10YR2／2）

（10YR3／4）

（10YR2／3）

（10YR2／2）

（10Ylく3／3）

（10YR3／4）

パミス多含。

パミス少含。
鮎⊥・焼上含。
柁痕。削
地山砂粒多含。
貼床。他山砂粒・小磯含。、ニ
堀方埋こtこ。地LH砂粒多含∴

カマト構築粘上（10YR2／3）

I　　26

l

t

1

4

J

′・一一一　‾t

（19・20・25　Sこ1／2）

第19図　H15号住居址
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第21回　H16号住居址（2）

DEFG

V「「√　‾町「げ

LP一〟ノ

（35・36・37　Sニ1／2）

竪一　日濫霊漂鵠告霊岩語
3．果褐色上層（10YR3／1）。ローム粒子少含。
4　褐色上層（10YR4／4）。地山砂粒二次稚鼠。
5．暗栂色上層（10YR3／3）。ローム粒子多含。‾・
6．黄褐色土屑（10YR5／6）。パミス多含、黒色ブロック含。
7・灰黄褐色上層（10YR5／2）。柱胤漏

く＝＝∋10

第23図　H18号住居址
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黒褐色上層（10YR2／3L　他山砂粒乱
黒色上層（10YR2／I）。炭化物・焼十・尿多含。
黒褐色‾上層（10Yl12／3）。地山砂粒・炭化物少含。
灰黄褐色上層（10YR4／2）。地山砂粒多含。

詔監圭針霊㌶「鵠協少含む
黒褐色上層（10YR2／3）。小石・砂粒含。
暗褐色上層（10YR3／：3）。地山砂粒ブロック含。
にぷい蛮褐色＿l潤（10Yl14／3）。地山砂粒・10YR2／3ブロック含。

第22図　H17号住居址
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第24図　H19号住居址

35

l

二戸
調査区域外

0　　　　　　　　10cm

⊂こ＝コ　　40

OH26号住居址

本址はD4グリットで検出された。H27

号住居址を切って構築されている。壁残

高18cm以外は形態・規模等は不明である。

Pitが1基検出されているが、性格は判断

できない。調査範囲には周溝も存在しな

かった。なお、本址の東南に貼床状の面

が確認され、本址がこれを切っているこ

とは確認できたが、この面が床面のみ残

存した竪穴住居址の可能性は強いものの、

判断するにはあまりにも情報が少ないた

め、存在する事実のみを記載しておく。

出土遺物は極めて少なく、かつ断片的

であるが弥生土器が出土している。1の、

外面と内面口緑部に赤彩が施される棄型

の小型の鉢は、口縁部に穿孔が認められ

る。2の壷は内外面に赤彩が施される。

3は壷の底部であるが赤彩は認められな

い。

以上のような、極めて少ない情報量の

出土遺物から本址の年代を比定すること

は困難ではあるが、弥生土器以外は出土

していないことから、弥生時代の所産で

ある可能性は極めて強い。さらに一歩踏

み込んで、2の東の口縁部が、口唇に縄

文や刻目を有さないことや、強く外反す

る等の特徴を有することを積極的に評価

するならば、本址は弥生時代後期吉田期

に比定される。

5cm

O lOcm

（34・35・40・41Sこ1／2）

第27図　H22号住居址（2）

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　▼▼

標高691302m
（1ニ80）

2m

二∴二二二二ご二・一

第28図　H23号住居址
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1．にぷい黄褐色土用（10YR5／3）。他山砂粒多含。
2，黒褐色上層（10YR3／2）。粘質上。
3．にぷい黄橙色土屑（10YR7／4）。他山」砂粒2次堆積。
4．にぷい黄橙色土屑（10YR6／4）。地山砂粒上体。rr

5　にぷい茹褐色土屑（10YR5／3）。柱痕0鰹

OH27号住居址

本址はC4グリットで検出された。H26・H28号住居址に切られる。壁残高10cmの他は形態・規模等は不明である。

床面上から複数のPitと土坑が1基検出されたが、その性格や本址に本来帰属するものか否かも判然とはしないが、

時期的には本址よりも古いものであることはない。炉址・周溝等は調査範囲には存在しなかった。

出土遺物には弥生土器が認められる。器種的には鉢・高林・棄・壷が認められる。鉢は内外面赤彩が施される。

高士不は脚部の破片であり、長脚で、外面が赤彩されている。窯には中期後半「栗林式」の3・5と後期「箱清水式」

22
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Ⅴ－「Ⅴ「転
1．にぷい貞褐色上屑（10YR5／3）。地山砂粒少含。

2　にぷい黄樺色上（10Ylく7／3）と。性褐色」ニ（10YR3／2）の混在上層。
3・灰黄褐色上層（10YR4／2）。地山砂粒少乱．しい
4．にぷい黄禍色上層（10YR4／3）。堀方哩土。

5　にぷい黄褐色土屑（10YR5／3）。地山砂粒主体。
6．にぷい黄橙色上層（10YR6／4）。他山砂粒主体。

n弓

・・－　　　　J・・－1・1・日－∴

第26図　H22号住居址（1）
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1．にぷい黄橙士屑（10YR6／4）。ローム多含。人為埋上。
2．黒褐色上層（10YR3／2）。炭化物含。人為埋土。
3．にぷい黄橙色土層（10YR7／3）。自然増軋
4．にぷい弟橙色土屑（10YR6／4）。地山砂粒多含。
5．にぷい黄褐色土屑（10YR5／3）。地山砂粒多含。
6．黒褐色土層（10YR2／3）。貼床。、‾
7．暗褐色上層（10YR3／3）。他山砂粒多含∴ヱ

第29図　H24号住居址
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調査区域外

1　黒褐色上層（10Yl13／2）。地山砂粒少含。
2．にぷい爵橙色上層（10YR6／4）。他山砂粒多含。

3　浅黄橙色1こ層（10YR8／4）。ローム・他山砂粒の2次堆槍。！ノ．

0　　　　　　　　10cm

第31図　H26号住居址

の4・6・7が認められる。3・5は受口状の口縁を

呈し、3は口縁部～口唇部に縄文を施し、更に口縁部

に2条の波状文を巡らしている。5は口唇部に刻目を

施している。頚部には3は簾状文、5は波状文が施さ

れる。4・6・7は櫛描波状文が口縁部に密に乱雑に

充填される。6は頚部に簾状文を巡らし、体部に再び

密に乱雑に櫛描波状文が施文されるが、7は頚部の文

様帯を有さず、白線部から連続して櫛措波状文が施文

されている。8は無頚の鉢である。粗い作りで、赤彩

は施されない。9の壷は頚部に並行地線による横位の

文様帯を作り、その内部にヘラ指の斜行沈線が施され

ている。赤彩は施されない。

住居址の重複関係等から、本址は弥生時代中期後半

栗林期の所産と思われる。

OH28号住居址

本址はD5グリットで検出された。H25号住居址

に切られ、H27号住居址を切って構築されている。

壁残高30cm以外の形態・規模は不明である。床面か

らはPitと土坑が各1基検出されたが性格は不明であ

る。炉址・周溝・主柱は調査範囲内には存在しなかっ

た。

出土遺物には弥生土器と石器が認められる。弥生土

器には鉢・婆・壷の器種が認められる。1の鉢は内外

面に赤彩が施される。2の嚢は受口状の口縁部を呈し、

1条のヘラ描波状文が巡らされる。頸部下には櫛描波

状文が施されている。壷3・8は休部に文様帯を有し

ている。3は縦位、8は横位の文様帯が展開している。

7は口緑部に片口を有し、受口である。5は内外面に

赤彩が認められる。6は佐久平では認められない形態

であり、搬入品ないしは他地域の影響を受けているの



（昏

（11Sこ1／2）

第30図　H25号住居址

であろう。石器は10の砥石が出十している。北壁下の床面に下部を埋設し、直立した状態で出土した。表裏共に中

央部分は光沢を有するほど使い込まれているが、太さや、深さが異なる様々な条線も無数に看取されることから、粗

砥から仕上砥までの機能を有していたものと想像される。

出土土器の特徴から本址の年代は弥生中期後半栗林期に比定される。

OH29号住居址

本址はE4グリットで検出された。P3に切られる。壁残高46cmの他は形態・規模は不明である。調査範囲の床

面上からは主柱・炉址・周溝等は検出されなかった。

出土遺物には弥生土器と土製品が認められる。弥生土器は全て壷であるが、出土した3点全てが体部下の破片であ

るため、文様は不明である。また、残存部位に赤彩は認められない。土製品は4の土器片円盤が出土している。赤彩

が施された壷の休部片を、隅九方形に周縁を打ち欠いて整形したものである。

本址は弥生時代の所産であることは間違いないが、詳細な時期については不明である。
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Ⅴ『＋「ひヽ了

1．にぷい黄橙色上層（10YR6／4）。地山砂粒主体。
2．にぷい黄褐色士屑（10YR5／3）。地山砂粒多含。
3．浅黄橙色土屑（10YR7／4）。他山砂粒の2次堆積。

2〒

／′∠三笠ア
第32回　H27号住居址
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第33回　H28号住居址
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1　黒褐色土層（10YR3／2）。ローム粒子少含。
2，にぷい黄褐色上層（101′R5／3）。地山砂粒多含。
3．思褐色上層（10Yl（3／2）。粘質t、炭化物含。
4，にぷい黄招色lニ屑（10YR6／4）。地山砂粒2次堆積。

′
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＼
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D
一

第34図　H29号住居址

】

l

l

0　　　　　　　　10cm

1．黒褐色！ニ層（10YR3／2）。炭化物含。粘性有。
2．にぷい黄橙色土屈（10Y只7／4）。他山砂粒主体。

第41図　H36号住居址
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黒褐色上層（10YR3／2）。地山砂粒少含。
にぷい黄褐色上層（10YR5／4）n　地山砂粒2次堆綴。
黒褐色上層（10YR3／2）。1層よりも粘性が強い。
にぷい爵橙色土層（10YR6／4）。他山砂粒主体。・

第35図　H30号住居址

1．にぷい黄橙色上層（10YR6／4）。他山砂粒多含。
2，浅黄橙色土屑（10YR8／4）。ローム・地山砂粒の2次堆札

第36図　H31号住居址

調
査
区
域
外
　
B
一
調
査
区
域
外

2m

第40図　H35号住居址

1　黒褐色L層（10YR2／3）。他山砂粒・小石含。
2．暗褐色土層（10YR3／3）。地山砂粒含。
3・範色土層（10YR4／4）。柱痕。覇
4．褐色土屑（10YR4／4）。地山砂粒主体。ノ′ソ‘

第37回　H32号住居址
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思掲色色上層（101rR31′2）。地‥」砂粒
黒褐色色上層（10YR2／3）。地山砂粒

暗褐色上層（10YR3／：】）。他山砂粒含。
暗褐色上層（10YR3／4）。地山砂粒・小石含。
褐色上層（10YR4／4）。地山砂粒主体。
暗褐色L層（10YR3／4）。地山砂粒り小石・炭化物含。
黒褐色色上層（10YR2／3）。ノト石含。

調査区城外　皿

第38回　H33号住居址

血l　罷樹比智恵

「ノ‾‾‾‾「J「

1．黒褐色色上層（10YI12／3）。他山砂粒・小イ帝。
2．暗褐色土屑（10YR3／3）。他山砂粒多含、小石含。
3．黒褐色土屑（10YR3／2）。地山砂粒多岸、小石含。
4．褐色上層（10YR4／4）。他山砂粒上体。・

巨先述脅　0　　　　10。m

第39図　H34号住居址

OH30号住居址

本址はF5グリットで検出された。H

31号住居址を切って構築されている。壁

残高65cm以外の形態・規模は不明である。

また、調査範囲の床面からは、主柱・炉址・

周溝等は検出されていない。

出土遺物は皆無であり、本址の時期は

不明である。

OH31号住居址

本址はF5グリットで検出された。H

30号住居址に切られる。壁残高20cm以外

の形態・規模は不明である。また、調査

範囲の床面からは、主柱。炉址・周溝等

は検出されていない。

出土遣物は皆無であり、本址の時期は

不明である。

OH32号住居址

本址はF5グリットで検出された。H

17号住居址・PlOに切られる。壁残高50cm以外の形態・規模は

不明である。南壁下から検出されたPitからは、4）20cmの柱が確

認されており、棟持柱の可能性が強い。このPitは覆土上層から1

の碧が出土している。その他に床面から検出された2基のPitの性

格は不明である。また、掘方から1基のPitが検出されているが、

これについても、その性格は不明である。主柱・炉址・周溝等は調

査範囲からは検出されていない。なお、本址の床面は他の住居に比

べ、極めて堅徴であった。

出土遺物としては、弥生土器と石器が存在する。弥生土器には禁・

壷が認められる。嚢は頚部に櫛描簾状文を巡らし、口縁部と体部に

は櫛描波状文が施されている。壷は赤彩が施されず、頚部に櫛描の

「T」字文が巡るようである。石器は3の磨石が出土している。全

面に赤色顔料が付着しており、赤色顔料を細かく磨り潰すのに使用

されていたようである。

以上の出土遺物から、本址は弥生時代後期後半箱清水期の所産と

思われる。

OH33号住居址

本址はA4グリットで検出された。H17号住居址に切られる。壁残高22cmの他は形態・規模等は不明である。床

面上から検出された2基のPitの性格は不明である。調査範囲の壁下には周溝が確認された。主柱・炉址等は調査範

囲には存在しなかった。

出土遺物には弥生土器・石器が認められる。弥生土器には嚢と壷が認められる。棄1は口唇部に4ケの突起を有し、

口縁部と頚部には文様帯を有さない、休部には横位の櫛描波状文が施文され、これを1本の縦位のヘラ描き波状文6

本により器面を均等に6分割している。3の喪は頚部付近の破片である。頚部に櫛措射犬文、体部には櫛描斜走文が

施文されている。2の壷は底部の破片であり、施文は、赤彩は認められない。石器は4の多凹石を利用した台石兼砥

石が出土している。

以上の出土遺物から、本址は弥生時代中期後半栗林期の所産と思われる。
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1．黒褐色土屑（10YR2／2）。パミス少含。

頭ミ≡≡≡き　　　　1
0

第42図　F1号掘立柱建物址
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1　褐灰色上層（10YR4／1）。他山砂粒含。
2．にぷい黄褐色上層（10YR5／3）。地山砂粒含。
3．にぷい黄褐色土屑（10YR5／3）。地山砂粒ブロック含。
4．にぷい黄橙色上層（10YR7／4）。地山砂粒2次堆吼

第45回　F4号掘立柱建物址
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1．にぷい黄橙色上層（10YR6／4）。地山砂粒含。
2．にぷい共橙色L層（10YR7／4）。地山砂粒多含。

第46回　F5号掘立ヰ主建物址

第43回　F2号掘立柱建物址

OH34号住居址

本址はA4グリットで検出された。調査範囲内おいては他遺構との重複関係は認められない。壁残高46cmの他は

形態・規模等は不明である。床面上から検出された2基のPitの性格は不明である。主柱・カマド・周溝等も調査範

囲内には存在しない。

出土遺物には土師器が認められる。1は底部手持ちへラケズリ調整が施される内黒の杯、2は「コ」字口緑を呈す

る武蔵嚢の口縁部である。

以上の遺物から本址は平安時代9世紀前半の年代が比定される。
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1．黒褐色上層（10YI〈3／1）。ローム粒／・少含。
2．褐色し層（10Y削／4）。小石多含。
：L　にぷい黄褐色L層（10川5！3）。他山砂粒2次堆積。
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第44図　F3号掘立柱建物址

OH35号住居址

本址はC8グリットで検出された。

H19号住居址に切られる。壁残高18cm

以外の形態・規模は不明である。また、

調査範囲の床面からは、主柱・炉址・倒

潰等は検出されていない。

出土遺物は皆無であり、本址の時期は

不明である。

P20

◎　oH36号住居址

本址はD12グリットで検出された。

H32号住居址に切られる。壁残高5cm

以外の形態・規模は不明である。また、

調査範囲の床面からは、主柱・炉址・周

溝等は検出されていない。

出土遺物は土師器と弥生土器が認めら

れる。1は土師器の碧である。内面へラ

ミガキ、外面へラナデ調整が施される。

2は弥生土器の鉢である。内外画に赤彩

が施されるが、内面の底部付近は器面が

剥落している。3は弥生土器の壷である。

外面には赤彩が施されるが、残存部分に

施文は認められない。以上の状況から、

本址の年代は確定できず、不明である。

OF1号掘立柱建物址

本址はI6グリットで検出された。H9・H10号住居址を切って構築されている。南北－2間、東西－2間の計5

基のPitが検出されたが全容は不明である。Pitは円形を皇し、径40cm前後、深度は20cm前後であるが、柱は確認

出来なかった。出土遺物は皆無であり、時期は不明であるが、少なくとも、弥生時代後期前半吉田期以降の所産では

ある。

OF2号掘立柱建物址

本址はE7グリットで検出された。H15号住居址に切られる。南北－1間、東西－2間の計5基のPitが検出され

たが全容は不明である。Pitは円形を皇し、径30－50cm前後、深度は20cm前後であるが、柱は確認出来なかった。

出土遺物は皆無であり、時期は不明であるが、奈良時代以前の所産である。

（⊃F3号掘立柱建物址

本址はCllグリットで検出された。他遺構との重複関係は有さない。N－940　－Wに長軸方位をとる。南北－4間、

東西－1間の側柱式の形態である。柱間は南北－2．5m、東西－1．1～1．4mである。柱そのものは確認できなかった。

Pitは隅九方形の平面形を里し、径25～50cm、深度15～30cmである。出土遺物は皆無であり、時期は不明である。

OF4号掘立柱建物址

本址はD12グリットで検出された。H22・H23号住居址を切って構築されている。Pit2基を溝で連結した一対の

Pitが検出されたにすぎない。調査区の南方に展開するもと思われる。長径4．3m、深度は最深部で74cmを測る。柱

30



はめ18cmである0出土遺物は皆無であり、時期は不明であるが、弥生時代中期後半栗林期以降の所産ではある。

OF5号掘立柱建物址

本址はB12グリットで検出された。他遺構との重複関係は有さない。建替が認められるPitが2基が検出された。

調査区の南西方舶二展開しているものと思われる。Pitの平面形は円形であり、径70～100cm、深度35－50cmの規

模であるが、柱は確認できなかった。出土遣物は皆無であり、時期は不明である。
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本址はC12ダリットで

検出された。平面形状は径

120cmの円形、断面は深度

50cmの逆梯形を呈する。

内部には1の土器が正位に

埋設されていた。土器内に

は何も内包されていなかっ

た。土器の文様の特徴から、

本址は弥生時代中期後半栗

林期の所産であると思われ

る。本址の性格は不明であ

る。

OD3号土坑

本址はBlOグリットで検出された。H19号住居址を切る。調査区域外にのびるため、

全容は不明であるが、径1・2m程の円形の平面プランを呈するものと思われる。深度

は30cmの規模を有し、断面は鍋底状の形態である。出土遣物は皆無であり、時期は

不明であるが、古墳時代中期（5世紀）以降の所産である。
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かに湾曲して構築されている。F3号掘立柱建物址に

伴う可能性も否定できない。幅は30cm前後で比較的安定しているが、深度は東

端では15cm程であるが、西に向かい深さを増し西端では35cmに達している。自
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然が形成したもの

ではなく、明ら

かに人為的に掘

削された溝であ

るが、水路では

なく、区画を目

的としたものと

思われる。出土

遺物は皆無であ

り、時期は不明

である。
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今回の調査においては、弥生時代中期後半・後期前半・後期後半、古墳時代中期・後期、奈良時代・平安時代の住

居址と、時期不明の住居址、掘立柱建物址、土坑、溝址、Pit等が検出された。通常の遺跡からは考えられない、異

常とも言える遺構密度と出土遣物最である。しかも、その質も高い。佐久市と言うよりは、千曲川上流域の弥生文化

を解明するために必要不可欠な重要遺跡であることが、西一本柳遺跡の調査が重ねられる度に、より鮮明になってき

た。

さて、第13次の調査の最大の成果は弥生時代後期前半「吉田式」期の住居が4軒検出され、概期の遺物一特に土

器群の資料が蓄積出来たことである。1990年代の大規模開発に伴う調査により、佐久市では、中期後半「栗林式」

期の資料は飛躍的に増大し、その研究もいくぼくかの進展をみたが、後期前半の資料については、当遺跡の第3・4

次調査において、その断片が明かとなった他は、概期遺構のまとまった発見はなく、研究は停滞している。しかし、

今回の調査においては、中期後半～後期後半までの住居が検出され、酋一本柳遺跡が「栗林式」以降、連綿と安定し

て営まれた大集落であることが再確認された。なお、検出遺構の時期については、以下の表にまとめてある。

最後に、公の開発の場合は良いが、民間開発の場合には調査費負担の問題等から、調査せず、盛土保存になる場合

や、最悪の場合、遺跡の保護・保存に関して協力を得られない事もある状況下で、今回は油井　基氏の御理解により、

多くの成果を上げる調査が行えたことについて感謝したい。

弥 生 時代 古墳 時 代 奈良 時 代 平安 時 代 不　　 明

中期 後 半 （栗 林 ） 後 期 前半 （吉 田） 後 期 後半 （箱 清水 ） 中 期 （5 C ） 後 期 （7 C ）

H 3 H 8 H 2 H 1 7 H l H 5 H 3 4 H l O

H 4 H 9 H 6 H 1 9 H 2 5 H 15 H 1 1

H ワ H 2 4 H 14 H 1 2

H 16

H 18

H 2 0

H 2 2

H 2 3

日2 7

H 2 8

H 3 2

日3 3

P 16

H 2 6 H 3 2 H 2 9

H 3 0

H 3 1

H 3 5

H 3 6

F l

F 2

F 3

F 4

F 5

D 3

M l
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←rIl号住居址†Hl号住居址カマド

（西から）　　　　　（北から）

←lI5号住居址（南から）　†rI5号住居址カマド（西から）

←日6号住居址（東から）



H9号住居址炉（北から）

←fIlO号住居判二（東から）

忘‾l‾三三‡
1112号住居址（東から）

←H15号住居址（東から）
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fI16号住居址（北から）

fI16号住居址

造物出土状況

←全体（西から）

1部分



Il18号住居址（南から）

H19替住居址（酉から）

H20号住居址（東から）



H23甘住居址（北から）

H24馴住居址炉（南から）

H24馴住居址（酉から）



H26号住居址（西から） H27号住居址　向かって右上はH26号住居址掘方（南から）

H28号住居址　中央はH25号住居址振方（西から）



rI30号住居址（西から）

日31号住居址（北から）

†H32号・住居址遣物出土状況（北から）

←H32別主居址（南から）



向かって左H33馴主屠址、右目34号住居址（東から）

H35号住居址（西から） H36号住居址（北から）

Fl号掘立柱建物址（北から）

F2号掘立柱建物址（西から）



F4・F5号掘立柱建物址（東から）
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F3号掘立柱建物址（東から）
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調査区全景（西から）
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住　　　　　 所 長野県佐久市志賀 5953

ふ　　 り　　が　　 な にしいっぼんやなぎ

遺　　 跡　　 名 西一本柳遺跡Ⅷ

ふ　　 り　　が　　 な ながのけんさくしいわむらだ

遺 跡 所 在 地 長野県佐久市岩村田

市 町 村 コー ド

遺　 跡　 番　 号 52－13

北　　　　　 緯 36、15、47

東　　　　　 経 139、48、13

調　 査　 期　 間 20050405－20060324

調　 査　 面　 積 337

調　 査　 原　 因 展示場建設

種　　　　　 別 集落址

主　 な　 時　 代 弥生中期／弥生後期／古墳中期／古墳後期／奈良／平安

遺　 跡　 概　 要 集落一弥生中期 ＋弥生後期 ＋古墳 中期 ＋古墳後期 ＋奈良＋平安一竪穴住居址 ＋

掘立柱建物址 ＋士坑 ＋溝 ＋P it－弥生土器 ＋土師器 ＋須恵器＋石器 ＋石製品 ＋

土製品＋鉄器

特　 記　 事　 項 当地方では資料が少ない、弥生後期前半資料が蓄積 された。
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